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大
鳥
貞
盛
の
讃
苛
及
岡
田
好
樹
の
｢鍵
群
之
理
｣
に
つ
い
て

或苑

大

島貞益
の
詔
書及岡

田

好
樹

の

｢経済
之
理
｣に
つい
て

本

庄

農

治

郎

(イ
)
-
大
畠
貞
基
が
明
治
前
期
に
お
け
る
国
家
王
兼
経
碑
聾

者
と
し
て
最
も
琵
目
す
べ
き
軒
の
の
7
人
な
る
こ
と
､
並
に
そ

の
思
想
及
び
考
課
番
に
つ
S
て
は
､
既

に
本
誌
弟
五
十
二
懸
四

購
入昭
和
十
六
年
qT-月
)
に
於
て
述
べ
た
朗
で
あ
る
が
'
誌
に
は
若

干
そ
の
後
の
調
香
に
ま
っ
て
判
明
し
た
鮎
を
補
訂
し
た
S
JJ思

ふ
d

′l
(
｡
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大
島
点
茶
の
執
筆
に
か
･･
る
諭
稀
は
､
そ
の
後
考
見

し
た
も
の
若
干
が
あ
る
｡
例
へ
ば
東
京
経
緯
雄
藩
第
五
凶
七

･

五
四
八
戟

萌
漁
二
三
年
)
に
石
畢
陳
人
の
名
を
以
て
せ
る

｢
日

本
盲
束
の
金
銀
の
相
場
｣
は
確
に
点
在
の
執
輩
せ
る
も
の
で
あ

欝
五
十
五
番

二

四

解

一
塊

二

四

り
'
ま
た

西

田

長
尊

氏

の
調
査

に
ょ

つ
tj
,

同
静
第
六
六
九
鱗

(明
殆
二
六
年
)
の
｢
内
地
雑
居
論
｣
'
講
車
新
開
第
四
九
七
六
鱗

の

｢
我
団
梅
関
祝
は
租
税
に
あ
ら
ず
と
の
説
に
裁
て
｣
及
び
窮

五
〇
三

7
瀕
の
｢傑
約
改
正
中
止
論
｣
(何
れ
も
明
治
二
十
四
年
)等

の
存
す
る
こ
と
が
明
か
と
な
っ
た
D
輪
こ
の
外
に
も
旗
多
諭
稲

の
存
す
る
こ
と
と
考

へ
ら
れ
る
が
'
た
れ
等
新
聞
難
読
上
の
諭

稿
を
集
威
し
て
刊
行
さ
れ
る
計
墓
が
西
田
氏
に
よ
っ
て
進
砂
ち

れ
つ
1
あ
る
趣
で
あ
る
か
ら
'
他
日
そ
の
全
貌
が
明
か
に
な
る

こ
と
と

息
ふ
｡
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論
要
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｣
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原
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'
既
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d
o
n
IB55
で
あ
る
こ
と
が
明
か
に
さ
れ
た
｡

然
し
講
書
に
は

原
書
及
そ
の
版
数
が
明
記
し
て
な
い
か
ら
果
し
.て
九
版
本
で
値

る
か
否
や
が
明
か
で
な
ぐ
,
後
述
の
囲
版
本
と
出
校
し
て
も
'･

内
容
上
そ
の
抄
辞
と
見
て
も
糞
支
な
き
如
き
感
が
あ
つ
た
が
'

最
近
東
都
帝
国
大
挙
附
属
図
書
館
所
織
の
｢
版
権
番
目
第
二
S
J

に
明
治
九
年
十
月
分
と
し
て

肘
記
し
て
を
-
6

(
.こ

大
島
墓

の
雲

に

｢
謡

同
警

印
度
数
笠

｣

が

あ

る

こ

そ
は
前
に
述
べ
た
が
'
そ

の
際
著
名
は
明
か
で
な
い

旨
を
記
し
た
｡
顔
し
有
料
全
書
の
.弟

一
冊
の
例
言
に
ょ
れ
ば
'

百
科
全
書
は

W
)二
lam

an
d
R
o
bert
C
h
am
b
erS
の

In
rc)m
･･

atlOn
fOr
th
e
P
eop
le
を
鋼
帯
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
'
九
十
二

西
洋
千
入
官
七

十
一
年者

原

書｢エ
レ
メ

ン
ト
｣オ
7ソ
シ

アルサ

イ

ア
㌢ス

馬
蘭

書

斯

人

口
論

要

略

小
本

諒

西

洋
形

薄

着

大

島

損

益

東
京
府
平
民

出
版
人

右

音

三

七

京
都
狩
士
族

右
の
如
-
掲
げ
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
が
判

明
し
二

八
七

1
年

版
の
も
の
が
珊
課
原
審
で
あ
る
こ
と
が

一
骨
明
確
と
な
っ
た
.

わ
が
京
都
靖
閲
大
畢
把
は
'
右
の
九
版
本
は
牧
潤
し
て
ゐ
な

い
が
､
･
四
版
本

()
.八
六
妄

)
は

マ
イ
7
-
文
庫
中

の

蒜

と
し
て
節
減
さ
れ
て
を
d
r
ま

た
財

部
文

庫
に
は
｣･塩

版
本

(
)
<
七
七
年
)
が
あ
る
｡

後
者
に
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七
七
頁
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鷹

で
約
二
頁

に
亙
る
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が
あ
り
'
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者
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が

A

G
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こ
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島

貞
益
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諸
藩
及
岡
田
好
噂

の
｢経
蹄
之
理
｣
に
つ
い
て

簾
に
及
ん
で
ゐ
る
こ
と
が
.踊｡
か
た
な
っ
た
か
ら
'
右
の
原
著
は

い
ふ
迄
も
な
く
同
署
で
あ
り
､
そ
れ
昧
濁
時
我
国
に
於
て
虜
-

績
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
と
5
ふ
O
そ
れ
の
み
な
ら
ず
右
の
百
科

全
書
に
は
､
寛
に
攻
の
二
相
が
何
れ
も
大
島
貞
在
の
噺

詩
と
し

て
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
を
知
り
経
た
｡
即
ち

蒜
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岡
田
好
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乏
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つ
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て

需

北
菓
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加
地
誰

l
z5-

明
学

年

姦

智

印

行

-

地
形
並
に
地
質

･
水
利

･
気
候

植
物

動
物

･
人
口
･
邦

図

･

魯
領
亜
米
利
加

･
英
風
塵
米
利
加

･
加
納
多

･
ノ

バ
ス
n
ツ
チ

了

･
ニ
ュ
ー
プ
リ
ユ
ン
ス
ウ
イ
ッ
キ
･
プ
リ
ン
ス
エ
ド
ワ
ル
ド

島

･
ニ
ュ
ー
ハ
サ
ン
ド
ラ
ン
ド

ト
グ
ヮ
I
ン
ラ
ン
ド

･
合
衆
国

･
墨
田
苛
よ
り
成
る
｡
個
犬

利
一
〓
ハ
頁
.,

而
し
て
右
の
百
科
仝
鰭
は
単
行
本
の
外
,
十
年
廿
月
乃
至
十

三
年
九
月
に
四
六
判
二
十

一
冊
と
し
て
合
本
賛
行
さ
れ
た
が
､

土
丁
術
は
第
五
冊
,
北
東
米
利
加
地
詩
は
第
･L
を
冊
､
同
数
及

印
度
教
件
数
は
第
十
六
冊
に
収
め
ら
れ
て
ゐ
る
.
夏
に
十
六
年

十
月
乃
至
十
八
年

1
月
に
丸
善
商
政
か
ら
四
六
倍
判
十
二
冊
外

に
索
引

山
冊
と
し
て
復
刻
さ
れ
た
が
､
土
土
術
は
上
客
第
三
冊
'

北
亜
米
利
加
地
詩
は
中
歯
第
町
冊
､
同
数
及
印
度
敬
怖
数
は
下

堪
第

1
冊
k
鴇
出
さ
れ
て
ゐ
.る
｡

〓

o
r

so
cjal/
S
clen
Ce
が

｢加
柁
氏
厚
生
畢
｣
と
し
て
存
す
る
こ

と
､

そ
れは
明
治
十
七
年
乃
至

1十

L
牛
に
犬
養
毅
に
よ
っ
て

飾
五
十
五
巻

二

六

第

一助
二

六

樺
山
刊
行
さ
れ
た

｢重

民
経
済
拳
｣

と
同
一原
書
に
よ

っ
た
も

の
で
あ
る
こ

と
は
既

に
述
べ
た
桝
で

あ

る
｡
然
る
に
ケ

ア
ヮ
I

の
著
書
は
既
に
早
く
明
治
七
年
六
月
に
岡
田
好
樹
に
ょ

つ
て

｢
辞
済
之
理
｣
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
ゐ
る
｡

TJ
の
こ
と
は
既
に

布
川
孫
市

｢
E
口
博
士
と
明
治
の
経
済
聾
界
｣
(兼
京
経
済
雑
誌
鱒

1
八
三
五
乃
至
7
八
1]毛
親
.T
大
正
五
年
一
月
乃
m111月
)
に
よ
っ
て

明
か
灯
さ
れ
た
所
で
あ
り
,
そ
の
後
私
も

｢
ア
ダ
ム
ス
,,[
ス
と

汁

日
本
｣
(大
空

.二
年
六
月
丸
掛
朝
日
新
聞
に
掬
我
,大
軍

四
年
十
月
の
＼

噛
計
改
版
藤
済
史
漂

収
撃

に
こ
の
書
名
を
掲
げ
て
お
い
た
餌
親

し
-
同
書
を
見
る
横
倉
を
得
な
か
っ
た
｡
然
る
に
此
度
帝
国
闘

書
館
長
政
本
喜

一
氏
の
好
蔦
に
ょ
つ
て
之
を
見
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
乾
に
若
干
同
書
の
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
た
い
JJ慮
ふ
〝

L
こ

｢
経
済
之
埋
｣

は
菊
判
和
装
の
活
字
本

で
潜

一
及
二
の
二
冊
を

存
す
る
｡
そ
の
表
紙
裏

に
は
上
場
の
如
き
記
載

が
あ
る
が
'
奥
付
は
な

｣
＼



い
｡
明
治
時
代
の
文
政
を
取
扱
っ
た
も
の
'
又
は
明
治
初
期
経

鱒
思
想
史
に
閲
す
る
著
述
に
も
本
書
の
こ
と
を
記
し
て
を
る
臥

の
は
､
前
掲
布
川
氏
の
.論
稿
の
外
に
は
'
殆
ん
ど
見
常
ら
ぬ
の

で
､

仝
部
で
何
鮒
刊
行
さ
れ
た
も
の
か
'
ま

た
ば

こ
あ

1
7冊

だ
け
で
中
絶
し
た
も
の
か
､
そ
の
連
は
明
か
で
な
S
.
本
書
の

｢
題
Tl11nJ
の
1
節
に
は
『
本
朝
始
テ
英
国

二
公
使
館
ヲ
置
キ
寺
島

金
棒
公
使
ヲ
派
遣
ス
予
書
記
ヲ
以
テ
随
行
シ
館
務
ノ
暇
博
ク
彼

ノ
人
尿
･1
相
交
V
今
日L
ノ
富
眠
ヲ
桜
メ
タ
ル
貨
況
ヲ
目
撃
シ
退

キ
テ
諸
大
家
ノ
著
述
ヲ
績
ミ
以
テ
其
ノ
之
ヲ
致
シ
ク
ル
原
由
ヲ

研
究
シ
賂

二
第

揖
ス
ル
所
ア
ラ
ン
ト
シ
頃
者
米
里
堅
人
嘉
穂
馬

絹
述
ス
ル
用
ノ
澄
擁
金
吾
ヲ
講

ム

tL
至
り
其
理
允
常
其
諭
明
確

ニ
シ
テ
予
力
宿
夙
思
想
セ
シ
朗
･L･其
趣
意
全
ク
相
符
合
ス
宏

lL

於
テ
諾
啓

二
渉
猟
ス
ル
事
ヲ
血
メ
事
ヂ
此
寄

二
従
事
シ
播
謹
以

テ
茶
杓

二
代
ン
･L
欲

セ
サ
ボ
レ
持
懸
快
活
翰
議
論
繁
雑

.)
渉
ル

所
ア
ル
ヲ
以
テ
今
其
煩
頬
ヲ
智
略
シ
精
英
ヲ
接
骨
シ
以
テ
梓

三

上
ス
固
ヨ
Ⅴ

一
班
ヲ
峯
ケ
テ
全
豹
ヲ
遺
ス
ノ
護
り
ハ
究
レ
難
キ

ヲ
知
'ル
ト
警

然
レ
㌣

熟
裏
地

壷

チ
テ
天
下

三
新
智
ヲ
開

ク
ノ
偉
功
ア
リ
此
区
々
洋
書
ノ
如
キ
モ
世
又
ク
幸

二
粒
氏
ノ
才

.大
鳥
貞
盛
の評

者
及
岡
田
好
樹
の
｢顔
済
之
理
｣
に
つ
い
て

′
-
-

-

-

7
ル

.L
蓬

ハ
,童

禅
益

ナ
シ
ト
セ
ン
ヤ
ら

と
あ
る
O

以
て
著
者

の
意
固

す
る
朋
を
知
る
べ
き
で
あ
る
O

生
ヲ

諭
ス
｣
｢人
間
ヲ
論
ス
｣
の

二
項
目
よ
-

成
仁

摩

之
二

は

二
十

六

枚
で
｢
重
責
ヲ
諭
ス
｣

｢
物
素
地
位

ll由
¶
二
ア

硬
化

ア

ル
ヲ
論

ス｣
の

二
項
目
を
訣
い
て
ゐ
る
o
之
を
ケ
ア
リ

I
の

原
著
と
封

校
す
る
に
､
.懸
之

l
は
原
著
第
二
章
よ
り
第
八

草

ま

で
'
懸
之
二
は
第
九
革
よ
り
第
十
T
率
ま
で
の
抄
洋
で
あ
る
O

即
ち
原
著
の
約
三
分

1
の
警

畏

蘭
さ
れ
て
ゐ
る
に
過
せ
な
い

か
ら
懇
之
三
以
下
緯
刊
さ
れ
た
も
の
か
と
も
想
像
さ
れ
る
が
今

そ
れ
は
明
か
で
な
S
｡
尤
右
二
冊
の
範
囲
内
に
於
lて
も
各
国
そ

リ
カ
ド

れ
ぞ
れ
の
事
情
を
詮
き
'
そ
の
隆
替
滑
長
に
樺
へ
'
里

加

償

･

I(
,,
I(

酉
密
等
の
諭
を
批
判
せ
る
部
分
も
あ
-
'
自
由
主
義
経
済
準
に
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ジューパースの国土計丑玲イ

れたもQであるが'その附錦は明かにケナヮIの所説を紹介したものであっ虎Oまた英の.バイルズの所説も明治十年に同氏の｢自由交易穴探｣によって紹介された｡周田好樹詳｢経済之哩｣は｢保護税説附録｣に遮る1こJJP数年であらちが,明治十七年に犬蕃毅によって紹介されたよりも､抄評とは小へ'十年も早-公にされてぬることは注意すべきことであると同時に'薄着自らが保護末義に共鳴して本書を抄課したことも椅詞すべ居ことであらうO.而して大島良基が同じケアyIの著書を醐辞せるのみならず､猫のリストの経済聾を呪治二十二年に｢李氏経癖論｣として公にしたこと

は既に述べた如くであるo

私は自由王義経済拳の華かなJlL明治前半期に'以上の如き保護主義経済笹の紹介されてゐたことを思ふにつけ､碓凍閑却されてゐ準｢経済之嘩｣を'大島貞森のことを記述するに常少'金観照開係のことでもな

Sので'二blP附記した次第である｡

ノミ




